平成２７年度　大阪子ども読書活動推進ネットワークフォーラム　分科会②学齢期フォーラム
　「学校図書館の新しい取組み」
高石市立高陽小学校
首席　　　寺田恵子
学校司書　楠本顕子

本校の概要
創立：昭和17年（22年改称）　児童数：544名　学級数：22クラス（支援学級５クラス含む）
所在地：大阪府高石市南西部

本校の図書室
４年前、南棟（Ａ棟）新築に伴い、新しい図書室が完成。学校図書室用ソフト「情報BOX」を採用。読書が中心のくつろげる空間としての図書室。今年度、学校司書（中学校区兼務２校）配置。
・ブックフェアコーナー　
・日本十進分類法とイラスト分類シールによる配架　
・図書室マップ
・環境整備　
・図書委員会の子どもたちの活動　
・図書室オリエンテーション

本校の取組み
1 授業のねらいにそった図書館教育年間計画の整備
2 各教科等における学習支援、授業実践
・国語科（図書の時間でのよみきかせ・ブックトーク、百科事典の引き方　など）　
・その他（図書館資料を活用した教員や児童・生徒の情報ニーズに対応）
・家庭への啓発、表彰
3 公共図書館と連携した団体貸出や児童・生徒の調べ学習等の支援
4 取組みの効果検証（アンケート・貸し出し冊数）
・アンケート集計グラフ　　
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成果と次年度に向けてのビジョン
＜成果＞・「授業で本や新聞などを使って調べる活動を行いましたか」「普段授業以外で、一日どれくらい本を読みますか」の肯定的評価の増加 　
・読書量の増加 
＜次年度に向けてのビジョン＞
「学習センター」「情報センター」としての機能の充実（図書館教育推進のパイプ役）
・授業のねらいにそった資料整備　
・各教科の授業支援　　　　　　　　　　　　　　情報活用能力の育成・学力向上
・公共図書館との連携
